
吹田市看看連携促進連絡会の設置について（案） 

 

１ 設置の背景 

（１）訪問看護事業所及び病院での取組 

〇訪問看護事業所においては、スターネットの会iを中心に、事業所間の連携強化や看護の

質の向上のための取組、また病院看護師をはじめとする多職種連携を目的とした事例検

討や研修会などの取組が進められており、吹田市介護保険事業者連絡会iiもスターネッ

トの会と連携をして取組を推進していく方針を示されている。 

 

〇一方、病院においても、医師や看護師等の在宅医療に関する理解促進や入退院支援の充

実等が大きな課題の一つとされ、在宅医療等の理解促進や地域の訪問看護師をはじめと

する多職種との連携促進のための取組が、病院独自に実施されてきている。 

 

（２）吹田市地域医療推進懇談会作業部会での議論 

〇そうした中、平成 30年度吹田市地域医療推進懇談会作業部会において、看護という観

点から、訪問看護事業所の抱える人材不足や事業所間の連携促進、また訪問看護事業所

と病院看護師等との連携等に関する対策の方向性について議論を行った。 

 

〇その議論において、訪問看護事業所が企画している看看連携促進等の取組に、病院看護

師も企画から参画してはどうか、また看護の連携等について両者でディスカッション等

をする機会を持ってはどうかとの提案を受け、双方の課題解決と市域の看護の質の向上

につながる必要な検討や議論を行う機会を設置することとなった。  

２ 目的 

入院医療と在宅医療をつなぎ、地域での療養生活を支える看護職の役割を発揮していくた

めに、訪問看護事業所と病院看護師が連携し、双方の課題解決と市域の看護の質の向上に

つながる必要な検討や議論を行うことを目的とする。 

 

３ 構成員 

スターネットの会の世話人及び吹田市介護保険事業者連絡会の訪問看護師 

市内公立・公的５病院の看護師 

 

４ 取り扱う案件 

〇スターネットの会が実施する看看連携促進のための取組（研修や事例検討会、情報交換

等）についての企画立案や検討 

〇市域の看看連携促進等につながる取組についての検討やディスカッション等 

 

５ 連絡会の取扱い等 

〇実施主体：吹田市、スターネットの会及び吹田市介護保険事業者連絡会 

〇主な役割分担 

市（地域医療推進室）：事務局（日程調整や案内文の送付、進行等）、案件の提案 等 

スターネットの会：案件の提案、円滑な議論のために必要な事項 等 

事業者連絡会：案件の提案、円滑な議論のために必要な事項、事業者連絡会への反映、

スターネットの会への支援 等 

〇回数：年数回 
                                                   

i スターネットの会 
全ての訪問看護事業者を対象とし、事業所が連携・協働をして質の高い訪問看護を安定的に提供していくことを目的とし
て発足した任意の会。事業者連絡会未加入の事業所もカバーし、事業者連絡会の補完的な役割を担う。事業者間の連携と
看護の質の向上を目的とした情報交換や研修等を実施。 

ii  吹田市介護保険事業者連絡会 

事業者間の相互協力と連携によりサービスの質の向上を目的として設立された職能団体（登録制）。 

資料４ 


